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【登場人物一覧】 
 

【八倉 直人】（ヤグラ ナオト） 

モグリの義術医を営む青年で、本シリーズの主人公。 

第四次世界大戦中は日本国防軍の第 307 特務機関へ所属し、

〝暗殺者
ア サ シ ン

〟というコードネームで呼ばれた元特殊工作員。 

コルトＭ１９９１Ａ１自動拳銃を愛用している。 

 

 

【雪島 沙希】（ユキシマ サキ） 

第３０７特務機関・第一作戦班の情報分析官だった少女。 

 14 歳でマサチューセッツ工科大学を卒業した電子・情報工学

の天才で、直人を専属でサポートする後方支援要員。 

 〝ワイズマン〟という小型ドローンを助手にしている。 

 

 

【城坂 純太】（キサカ ジュンタ） 

 第３０７特務機関・第一作戦班の特殊工作員の青年。 

 直人の親友で国防軍訓練学校で成績を競い合ったライバル。 

 ラオスの山岳民族をゲリラコマンドにする軍事工作を担当し

ており、〝観察者
オブザーバー

〟というコードネームがある。 

 

 

【東明寺 紅音】（トウミョウジ アカネ） 

第３０７特務機関・第一作戦班で情報分析官を担う美少女。 

情報処理のプロでサイバー戦にも優れた分析官。 

城坂純太と雨宮遥の後方支援を務めている。 

 直人に想いを寄せており、雪島沙希とは親友で恋のライバル。 



 

 

 

【登場人物一覧】 
 

【榊 三月】（サカキ ミヅキ） 

 第３０７特務機関・技術班の技術担当官の少女。 

 直人の親友でメカ全般へ深い愛情を持つプロの整備担当。 

 「三月工廠」というあだ名を持ち、機械弄りが趣味。 

第一作戦班専属であり、爆発物の分析にも精通している。 

 

 

【雨宮 遥】（アマミヤ ハルカ） 

 第３０７特務機関・第一作戦班の特殊工作員の少女。 

 敵地潜入によるヒューミントが専門分野で、〝双貌者
ツーフェイス

〟という

コードネームを持つ。優れた演技力と狙撃技術を備えている。 

男勝りな性格と言動だが、恋愛に関しては誰よりも乙女。 

 

 

【伊董 砂之】（イトウ サユキ） 

 第 307 特務機関の機関長で特務機関全体のナンバー2。 

 〝吟遊詩人
ミンストレイル

〟と呼ばれる特殊工作員で、聖職者じみた雰囲気と

格言を引用する癖がある。直人の上官で、日本国防軍の少佐。 

 

 

【神近 梓】（カミチカ アズサ） 

傭兵派遣会社『ブラックドッグズ』の社長で女傭兵。 

「少佐」が呼び名の最強かつ最凶の傭兵。私生活はダメ人間。 

第四次大戦中は、国防陸軍で第１１３特殊戦闘部隊を率いた。 

第 307 特務機関へ一時的に所属した経験を持ち、直人に実戦

を通じて高度な戦闘技術を叩き込んだ張本人。 

 



 

【登場人物一覧】 
 

【九十九 祥吾】（ツクモ ショウゴ） 

 NGO 団体『アスクレピオス国際医師団』に所属する義術医。 

 精神医学、心理学、心理療法を専門とする医療研究者だったが、

第三次世界大戦での軍医経験を通じて義術医師免許を取得した。 

 半年ほど前に忽然と姿を消して行方不明となる。 

 

【熊里 孝也】（クマザト コウヤ） 

 中央諜報部・情報課第 3 部２課所属の工作担当官。 

 タイ出身の華人「トニー・シェン」という偽名を使い、第三次

大戦以前からラオス国内で情報を収集しているベテラン諜報員。 

 ナディ地区で置屋（売春宿）を隠れ蓑に経営している。 

 

【林 秀成】（リン シュウセイ） 

 中華人民共和国国家安全部第 8 局の工作員。 

 ラオスで九十九祥吾を追っている中国諜報機関の人間。 

 

【レイヴン】 

傭兵派遣会社『ブラックドッグズ』のフィリピン系少女傭兵。 

 特殊部隊出身、近接格闘戦が得意な義術強化猟兵。 

本シリーズのヒロインであり、直人の恋人。 

 

【サーニャ】 

レイヴンに懐いて行動を共にするロシア人の少女傭兵。 

 肉体は十四歳だが、ある事情から精神年齢は六歳止まり。 

 純真な性格で教えられた事は素直に吸収する良い子。 



 

 

 

【用語解説】 
 

【義術医療】（ぎじゅついりょう） 

西暦 2026 年に登場したサイボーグ的な代替医療。 

全身義術化なら脳と脳幹を除く体の九割を人工化できる。 

 外科医の八倉甚が開発し、一般的に「義術」と呼ばれる。 

数多の難病患者や傷痍軍人の治療へ貢献した医療技術。 

なお、義術化した人間を診る専門医を『義術医』という。 

 

【特殊工作員】（とくしゅこうさくいん） 

 日本国防軍の特務機関へ所属する非正規戦専門の工作員。 

 諜報活動、要人暗殺、破壊工作、敵地潜入が主な任務。 

 諜報員と特殊部隊隊員の能力を兼ね備えた実動要員。 

 日本国防軍の独自兵種で、海外では準軍事担当官という。 

 

【義術強化兵】（ぎじゅつきょうかへい） 

 第四次大戦から登場した全身を義術化した兵士のこと。 

 特殊部隊は兵士の体に高性能パーツを使うことが多い。 

 義術強化兵に加え、義術強化猟兵、義術機甲兵、義術特殊兵の 

四種類が存在する。軍用の特殊部品『義術兵装』を使用するため、 

一般の人工パーツと違う機能を備えている。 

 

【自律兵器】（じりつへいき） 

 第三次世界大戦から登場した人工知能搭載型兵器のこと。 

 人間の脳をモデルに開発された人工知能を積んでいる。 

 戦車、航空機、人型ロボットにも応用された。 

 第四次大戦では義術の登場のより大半が支援機となった。 



 

【用語解説】 
 

【第四次世界大戦】（だいよじせかいたいせん） 

 西暦 2041 年 5 月に事実上の終戦を迎えた世界大戦。 

第三次世界大戦終結から 5 年後の大戦であり、現代の荒廃世界

を作った原因。『１０１事変』を発端として約 6 年も続いた。 

 日本はアメリカを中心とするＮＡＴＯ諸国の支援を受け、 

ロシア、中国、南北朝鮮統一国と東アジアで戦っていた。 

 

【廃都・東京】（はいと・とうきょう） 

西暦 2035 年 10 月 1 日に放棄された日本の旧首都。 

 『１０１事変』の象徴とも呼べる瓦礫と廃墟の都。 

 戦中から戦後にかけて闇社会が支配する街となった。 

 あらゆる悪徳が服を着て歩く街。現代のソドムとゴモラ。 

 

【第 307 特務機関】（だいさんまるななとくむきかん） 

 日本国防軍・統合参謀本部直轄の軍事工作機関。 

 直人が所属した組織で、東南アジアを中心に展開していた。 

 

【中央諜報部】（ちゅうおうちょうほうぶ） 

 日本の国内外で諜報活動を行う諜報機関。 

 アメリカの中央情報局（ＣＩＡ）を手本に組織された。 

 

【第 113 特殊戦闘部隊】（だいいちいちさんとくしゅせんとうぶたい） 

神近梓が創設した危険な戦闘任務専門の特殊部隊。 

 ワケありの外国人兵士が多く、味方に「外人部隊」と揶揄され

ていたが、国防陸軍で多大な戦果を上げる部隊でもあった。 



 

 
           

「
怪
物
と
闘
う
者
は
、
そ
の
過
程
で
自
ら
が
怪
物
と
化
さ
ぬ
よ
う
心
せ
よ
。
お
ま
え
が
長
く
深
淵
を
覗
く
な

ら
ば
、
深
淵
も
ま
た
等
し
く
お
ま
え
を
見
返
す
の
だ
」 

 

 

哲
学
者 

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ニ
ー
チ
ェ 
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プ
ロ
ロ
ー
グ 

   

―
―
義
術

ぎ
じ
ゅ
つ

に
よ
り
脳
以
外
を
人
工
化
し
た
人
類
が
当
た
り
前
と
な
っ
た
時
代
。
世
界
的
な
都
市
の
大
半
が

瓦
礫
と
廃
墟
へ
変
わ
っ
て
も
、
そ
こ
か
ら
人
々
の
営
み
が
消
え
て
な
く
な
り
は
し
な
か
っ
た
。 

  

春
の
訪
れ
を
目
前
に
控
え
た
午
後
だ
っ
た
。 

身
体
の
芯
を
蝕
む
よ
う
な
二
月
の
寒
さ
が
和
ら
ぎ
、
廃
墟
の
都
『
東
京
』
の
荒
野
を
見
渡
せ
る
診
療
所
の

窓
辺
に
穏
や
か
な
陽
射
し
が
降
り
注
ぐ
。
室
内
な
ら
シ
ャ
ツ
一
枚
で
十
分
な
気
温
の
日
曜
日
で
あ
る
。 

 

う
っ
す
ら
額
へ
汗
を
滲
ま
せ
、
八
倉
直
人

や

ぐ

ら

な

お

と

は
抱
え
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
床
へ
下
ろ
し
た
。 

手
狭
な
廊
下
の
右
側
に
、
四
列
も
同
じ
箱
を
積
み
重
ね
た
壁
が
で
き
て
い
る
。
チ
ラ
ッ
と
背
後
の
診
察
室

を
振
り
返
れ
ば
、
大
量
の
書
籍
や
標
本
、
カ
ル
テ
の
フ
ァ
イ
ル
で
作
業
台
と
棚
は
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た
。 

「
無
理
だ
な
。
こ
の
調
子
じ
ゃ
終
わ
る
わ
け
が
な
い
…
…
」 

溜
息
を
つ
き
、
小
さ
く
頭
を
振
る
。 

 

久
々
の
休
日
に
、
診
察
室
を
片
付
け
よ
う
と
思
い
立
っ
た
ま
で
は
良
か
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
い
ざ
片
付
け
始
め
て
気
が
つ
い
た
。 

こ
れ
、
ど
う
頑
張
っ
て
も
今
日
中
に
終
わ
る
量
じ
ゃ
な
い
ぞ
…
…
。 

八
倉
直
人
は
〝
義
術
医
〟
だ
。
肉
体
を
機
械
化
す
る
『
義
術
医
療
』
の
専
門
医
を
生
業
と
し
て
い
る
。 
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最
悪
、
デ
ス
ク
と
椅
子
、
診
察
台
が
あ
れ
ば
仕
事
は
で
き
る
。
こ
こ
を
訪
ね
て
来
る
患
者
は
義
術
化
し
た

肉
体
の
修
復
―
―
す
な
わ
ち
〝
施
術
〟
が
目
的
だ
。
故
に
、
診
察
室
の
状
態
な
ど
気
に
も
留
め
な
い
。 

 
と
り
あ
え
ず
、
カ
ー
テ
ン
で
散
ら
か
っ
た
場
所
を
隠
せ
ば
暫
く
は
乗
り
切
れ
る
だ
ろ
う
。 

西
暦
二
〇
四
三
年
現
在
、
脳
と
脳
幹
以
外
の
肉
体
を
人
工
部
品
へ
置
き
換
え
可
能
な
『
義
術
医
療
』
あ
る

い
は
単
に
『
義
術
』
と
呼
ぶ
サ
イ
ボ
ー
グ
医
療
が
、
世
界
中
で
広
く
普
及
し
て
い
た
。 

人
類
は
全
身
を
義
術
化
す
る
こ
と
で
大
半
の
病
を
克
服
し
、
生
身
の
肉
体

ナ

チ

ュ

ラ

ル

ボ

デ

ィ

で
は
考
え
ら
れ
な
い
、
強
靱
な

身
体
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
。
だ
が
、
義
術
化
処
置
は
完
全
無
欠
な
体
を
も
た
ら
す
技
術
じ
ゃ
な
い
。 

人
工
部
品
と
て
怪
我
を
す
れ
ば
壊
れ
る
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
怠
れ
ば
機
能
不
全
を
起
こ
す
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
義
術
医
療
の
専
門
医
〝
義
術
医
〟
が
生
ま
れ
た
。 

た
だ
し
、
直
人
は
医
師
免
許
の
な
い
闇
医
者
だ
。
鬼
才
の
女
医
に
知
識
と
技
術
を
叩
き
込
ま
れ
、
廃
都
の

患
者
を
何
百
人
と
診
る
う
ち
に
腕
利
き
と
な
り
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
依
頼
が
舞
い
込
む
ま
で
に
な
っ
た
。 

も
と
も
と
、
こ
こ
は
女
医
の
私
室
で
診
察
室
も
兼
ね
て
い
た
。
彼
女
の
愛
用
し
た
マ
グ
カ
ッ
プ
や
チ
ェ
ス

セ
ッ
ト
、
医
療
関
連
の
資
料
に
人
工
部
品
の
設
計
図
、
と
元
の
主
人
を
物
語
る
忘
れ
物
が
多
々
あ
っ
た
。 

彼
女
は
間
違
い
な
く
凄
腕
の
義
術
医
だ
。
そ
れ
は
、
彼
女
の
弟
子
と
し
て
請
け
負
っ
て
も
い
い
。 

で
も
、
生
活
能
力
は
皆
無
で
片
付
け
の
で
き
な
い
女
性

ひ

と

だ
っ
た
。
お
か
げ
で
、
診
療
所
を
継
い
だ
弟
子
は

休
日
返
上
で
、
パ
ン
ド
ラ
の
箱
じ
み
た
仕
事
部
屋
の
掃
除
へ
奔
走
す
る
は
め
だ
。 

す
で
に
事
の
開
始
か
ら
五
時
間
弱
―
―
こ
の
辺
り
で
小
休
止
を
挟
む
の
も
悪
く
な
い
。 

足
下
の
箱
を
最
前
列
に
重
ね
て
お
き
、
直
人
は
室
内
中
央
を
陣
取
る
ソ
フ
ァ
ー
へ
尻
を
埋
め
る
。
凝
っ
た
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肩
を
ほ
ぐ
し
、
セ
ン
タ
ー
テ
ー
ブ
ル
へ
放
置
さ
れ
た
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
洋
書
に
手
を
伸
ば
し
た
。 

 
現
代
で
は
珍
し
い
紙
の
本
で
あ
り
、
女
医
に
頼
ん
で
譲
っ
て
も
ら
っ
た
一
冊
だ
。
て
っ
き
り
無
く
し
た
と

思
っ
て
い
た
が
、
彼
女
の
デ
ス
ク
を
整
理
し
て
い
た
ら
引
き
出
し
の
奥
底
で
発
見
し
た
。 

大
方
、
彼
女
が
読
み
返
そ
う
と
持
ち
出
し
、
読
後
に
返
し
忘
れ
て
放
り
込
ん
だ
の
だ
ろ
う
。 

や
や
細
か
な
傷
の
目
立
つ
本
の
題
名
は
『
闇
の
奥
』
だ
。
ア
フ
リ
カ
の
コ
ン
ゴ
を
舞
台
に
植
民
地
主
義
の

傲
慢
さ
と
深
い
闇
を
描
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
・
ジ
ョ
ゼ
フ
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
の
代
表
作
で
あ
る
。 

こ
の
本
を
読
ん
で
い
る
と
、
六
年
前
に
東
南
ア
ジ
ア
で
経
験
し
た
事
件
を
思
い
出
す
。 

戦
争
の
狂
気
に
呑
み
込
ま
れ
、
最
期
は
歴
史
の
闇
へ
と
葬
ら
れ
た
男
の
話
だ
。 

 

す
っ
か
り
日
焼
け
し
た
ペ
ー
ジ
を
捲
り
、
作
中
へ
意
識
を
没
入
し
か
け
た
と
き
だ
っ
た
。 

「
お
兄
ち
ゃ
ん
！ 

サ
ー
ニ
ャ
と
あ
そ
ぼ
っ
！
」 

 

ひ
ょ
こ
っ
と
右
肩
の
後
ろ
か
ら
、
金
髪
の
少
女
が
顔
を
見
せ
た
。 

小
さ
な
体
よ
り
少
し
大
き
め
な
黒
い
パ
ー
カ
ー
を
着
込
み
、
セ
ミ
ロ
ン
グ
ヘ
ア
の
上
に
す
っ
ぽ
り
と
猫
耳

フ
ー
ド
を
被
っ
て
い
る
。
彼
女
は
ソ
フ
ァ
ー
の
背
も
た
れ
を
よ
じ
登
り
、
直
人
の
右
隣
へ
す
と
ん
と
下
り
た
。

サ
フ
ァ
イ
ア
の
よ
う
な
蒼
い
瞳
を
好
奇
心
に
輝
か
せ
、
英
語
の
文
面
を
横
か
ら
覗
き
込
む
。 

 

直
人
は
冗
談
の
つ
も
り
で
誘
っ
た
。 

「
一
緒
に
読
む
か
？
」 

「
な
ん
の
ご
本
？
」 

「
昔
の
小
説
だ
よ
。
サ
ー
ニ
ャ
に
は
難
し
い
お
話
だ
な
」 
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む
ぅ
、
と
頬
を
膨
ら
ま
せ
、
サ
ー
ニ
ャ
は
懸
命
に
文
字
を
追
い
始
め
た
。 

直
人
の
自
宅
を
兼
ね
る
診
療
所
に
は
、
彼
女
を
含
め
て
四
人
の
少
女
が
暮
ら
し
て
い
る
。 

四
人
と
も
歳
の
近
さ
を
除
い
た
ら
、
母
国
語
か
ら
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
、
性
格
や
味
の
好
み
に
至
る
ま
で

共
通
点
は
欠
片
ほ
ど
も
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
一
つ
、
元
軍
人
と
い
う
点
を
外
せ
ば
の
話
だ
が
。 

第
四
次
世
界
大
戦
と
呼
ば
れ
た
戦
争
中
、
旧
日
本
国
防
陸
軍
の
兵
士
か
ら
「
外
人
部
隊
」
と
揶
揄
さ
れ
た

特
殊
部
隊
が
あ
っ
た
。
第
１
１
３
特
殊
戦
闘
部
隊
。
そ
こ
に
、
四
人
は
終
戦
ま
で
所
属
し
て
い
た
。 

 

あ
の
大
戦
が
終
結
し
て
約
二
年
、
彼
女
た
ち
は
終
戦
後
に
軍
籍
を
捨
て
、
元
上
官
が
企
業
し
た
傭
兵
派
遣

会
社
『
ブ
ラ
ッ
ク
ド
ッ
グ
ズ
』
の
社
員
と
な
り
、
廃
都
・
東
京
で
銃
を
片
手
に
日
々
を
生
き
て
い
る
。 

 

サ
ー
ニ
ャ
は
四
人
の
中
で
最
年
少
か
つ
、
特
殊
な
後
遺
症
を
抱
え
る
少
女
だ
。 

 

元
の
人
格
や
記
憶
を
〝
記
憶
洗
浄
処
置

き

お

く

せ

ん
じ

ょ

う

し
ょ

ち

〟
で
改
竄
さ
れ
、
彼
女
は
戦
闘
や
殺
傷
行
為
へ
恐
怖
心
や
躊
躇
い

を
感
じ
る
こ
と
の
な
い
、
旧
国
防
軍
に
都
合
の
良
い
兵
士
へ
と
仕
立
て
上
げ
ら
れ
た
の
だ
。 

 

そ
の
代
償
と
し
て
、
サ
ー
ニ
ャ
は
〝
成
長
〟
を
奪
わ
れ
た
。 

本
来
は
年
齢
の
変
化
に
合
わ
せ
て
訪
れ
る
〝
心
身
の
成
長
〟
が
抜
け
落
ち
、
彼
女
は
十
四
歳
の
現
在
で
も

精
神
年
齢
が
六
歳
か
ら
進
ま
な
い
。
現
状
で
判
っ
て
い
る
こ
と
は
、
記
憶
洗
浄
処
置
が
成
長
を
止
め
た
原
因

と
い
う
だ
け
で
、
こ
れ
か
ら
改
善
で
き
る
か
否
か
の
見
込
み
す
ら
未
だ
立
て
ら
れ
な
い
状
態
だ
っ
た
。 

 

三
分
ほ
ど
経
過
し
て
、
サ
ー
ニ
ャ
が
プ
ス
プ
ス
と
煙
の
出
そ
う
な
頭
で
降
参
す
る
。 

「
む
～
、
サ
ー
ニ
ャ
難
し
い
の
き
ら
い
っ
！
」 

「
…
…
よ
し
よ
し
。
よ
く
頑
張
っ
た
な
」 



 
13 Black Dogs EXTRA 2 - パニッシュメント・デイ - プロローグ(試読サンプル) 

 

 

彼
女
の
頭
を
撫
で
つ
つ
、
直
人
は
胸
中
で
苦
笑
す
る
。
サ
ー
ニ
ャ
は
ロ
シ
ア
人
だ
が
、
母
国
語
以
外
に
も

英
語
と
日
本
語
を
読
み
書
き
で
き
る
ト
ラ
イ
リ
ン
ガ
ル
だ
。
だ
か
ら
英
文
を
読
む
こ
と
は
で
き
る
。 

 
た
だ
、
文
章
を
読
め
た
と
こ
ろ
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
理
解
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。 

「
と
り
あ
え
ず
、
翡
翠
に
遊
ん
で
も
ら
っ
た
ら
ど
う
だ
？
」 

「
エ
ル
ヴ
ィ
と
お
仕
事
い
っ
ち
ゃ
っ
た
」 

「
じ
ゃ
、
レ
イ
ヴ
ン
だ
な
。
き
っ
と
部
屋
か
リ
ビ
ン
グ
に
い
る
よ
」 

「
サ
ー
ニ
ャ
お
兄
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
び
た
い
」 

「
ま
た
今
度
な
」 

 

あ
と
数
ペ
ー
ジ
も
読
ん
だ
ら
片
付
け
再
開
だ
。
ど
う
に
か
荷
物
の
山
を
分
別
し
て
箱
詰
め
す
る
だ
け
な
ら

夜
ま
で
に
終
わ
る
だ
ろ
う
。
箱
の
中
身
の
整
理
は
、
ま
た
時
間
が
あ
る
時
に
ゆ
っ
く
り
や
れ
ば
い
い
。 

サ
ー
ニ
ャ
が
唇
を
尖
ら
せ
、
直
人
の
右
脇
の
間
か
ら
強
引
に
潜
り
込
む
。 

「
う
ぉ
っ
！ 

こ
、
こ
ら
っ
、
サ
ー
ニ
ャ
！
」 

直
人
が
動
揺
し
た
拍
子
に
本
を
落
と
す
。
一
方
、
サ
ー
ニ
ャ
は
膝
上
へ
乗
っ
か
る
と
、
ツ
ン
と
し
た
表
情

で
そ
っ
ぽ
を
向
い
た
。
彼
女
の
頭
に
手
を
の
せ
、
直
人
は
渋
い
顔
つ
き
で
長
大
息
す
る
。 

「
サ
ー
ニ
ャ
」 

「
お
兄
ち
ゃ
ん
が
悪
い
ん
だ
も
ん
」 

「
あ
の
な
ぁ
」 

「
や
だ
」 
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「
し
ょ
う
が
な
い
な
ぁ
…
…
」 

 
小
さ
く
肩
を
竦
め
、
床
上
の
本
を
拾
い
上
げ
る
。
す
る
と
本
の
中
ほ
ど
か
ら
、
ひ
ら
り
と
葉
書
の
よ
う
な

薄
っ
ぺ
ら
い
紙
が
抜
け
落
ち
、
サ
ー
ニ
ャ
が
空
中
で
キ
ャ
ッ
チ
し
た
そ
れ
を
何
気
な
く
裏
返
す
。 

 

直
人
が
「
あ
っ
」
と
声
を
上
げ
て
驚
い
た
。 

そ
れ
は
、
古
び
た
写
真
だ
っ
た
。 

黒
髪
の
少
女
が
小
さ
な
滝
を
バ
ッ
ク
に
放
棄
さ
れ
た
戦
車
へ
座
っ
て
い
る
。
翡
翠
石
め
い
た
水
面
が
輝
く

川
辺
で
、
黒
い
ビ
キ
ニ
姿
の
少
女
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
恥
ず
か
し
さ
を
滲
ま
せ
た
微
笑
を
湛
え
て
い
た
。 

「
こ
こ
に
あ
っ
た
の
か
…
…
」 

 

こ
の
本
と
同
様
に
無
く
し
た
と
思
っ
て
い
た
も
の
だ
。
ど
こ
を
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
く
て
、
ほ
と
ん
ど

諦
め
か
け
て
い
た
が
、
ま
さ
か
本
に
挟
ん
で
忘
れ
て
い
た
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。 

 

本
と
写
真
に
は
共
通
の
思
い
出
が
あ
る
。
だ
か
ら
写
真
を
栞
と
し
て
使
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 

 

直
人
へ
写
真
を
渡
し
、
サ
ー
ニ
ャ
は
興
味
津
々
と
い
っ
た
様
子
で
尋
ね
る
。 

「
お
兄
ち
ゃ
ん
の
お
友
だ
ち
？
」 

「
そ
う
だ
よ
。
最
高
の
親
友
」 

「
ど
ん
な
人
？
」 

「
…
…
情
報
工
学
の
天
才
で
凄
腕
の
ハ
ッ
カ
ー
だ
っ
た
よ
。
あ
い
つ
の
手
に
か
か
れ
ば
暗
号
は
パ
ズ
ル
み
た

い
な
も
ん
だ
っ
た
し
、
ど
ん
な
強
力
な
プ
ロ
テ
ク
ト
も
鼻
歌
交
じ
り
で
す
り
抜
け
て
た
」 

「
す
ご
い
の
？
」 
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「
あ
ぁ
、
か
な
り
ね
。
た
だ
、
や
た
ら
と
子
供
っ
ぽ
い
性
格
で
負
け
ず
嫌
い
な
ん
だ
よ
。
お
ま
け
に
甘
党
で

コ
ー
ヒ
ー
嫌
い
。
そ
の
く
せ
、
妙
に
お
姉
さ
ん
ぶ
る
癖
が
あ
っ
て
な
ぁ
。
例
え
ば
―
―
―
―
」 

 
彼
女
の
話
を
誰
か
に
す
る
の
は
随
分
と
久
し
ぶ
り
だ
。
一
緒
に
過
ご
し
た
四
年
の
月
日
は
危
険
と
波
乱
の

連
続
だ
っ
た
。
お
か
げ
で
言
葉
と
し
て
紡
ぐ
た
び
、
あ
の
頃
の
記
憶
が
脳
裏
で
色
鮮
や
か
に
蘇
る
。 

 

サ
ー
ニ
ャ
が
話
の
合
間
で
唐
突
な
質
問
を
寄
越
し
た
。 

「
お
兄
ち
ゃ
ん
。
そ
の
人
の
お
家
は
？
」 

「
え
っ
？
」 

「
だ
っ
て
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
お
友
だ
ち
で
し
ょ
？ 

サ
ー
ニ
ャ
も
会
い
た
い
！
」 

「
…
…
…
…
」 

サ
ー
ニ
ャ
の
頭
を
優
し
く
撫
で
て
、
直
人
は
困
っ
た
よ
う
に
笑
う
。 

「
そ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
な
」 

「
会
え
な
い
の
？
」 

「
…
…
遠
い
場
所
に
い
る
ん
だ
。
と
っ
て
も
ね
」 

 

も
う
彼
女
は
こ
の
世
の
ど
こ
に
も
い
な
い
。
だ
か
ら
、
ど
れ
だ
け
強
く
願
っ
て
も
再
会
は
不
可
能
だ
。 

そ
れ
で
も
一
つ
だ
け
確
信
が
あ
っ
た
。 

「
き
っ
と
、
サ
ー
ニ
ャ
も
会
っ
た
ら
好
き
に
な
る
よ
」 

「
お
兄
ち
ゃ
ん
は
大
好
き
だ
っ
た
？
」 

「
最
初
は
ケ
ン
カ
ば
っ
か
り
だ
っ
た
け
ど
ね
。
た
だ
、
そ
れ
は
昔
の
は
な
―
―
ん
ご
っ
!?

」 
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突
然
、
真
後
ろ
か
ら
首
を
絞
め
ら
れ
、
ご
き
ゅ
っ
と
嫌
な
音
が
し
た
。
直
人
が
戦
々
恐
々
と
し
た
面
持
ち

で
顔
を
反
ら
せ
ば
、
褐
色
肌
の
少
女
が
鋭
い
目
つ
き
で
ヘ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
を
か
け
て
い
る
。 

「
…
…
レ
イ
ヴ
ン
…
…
お
前
、
い
き
な
り
…
…
」 

「
そ
の
女
…
…
誰
？
」 

レ
イ
ヴ
ン
は
東
南
ア
ジ
ア
出
身
の
少
女
で
、
サ
ー
ニ
ャ
の
保
護
者
あ
る
い
は
姉
の
よ
う
な
存
在
だ
。 

艶
や
か
な
髪
は
乱
雑
に
刈
っ
た
よ
う
な
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
、
綺
麗
な
褐
色
の
肉
体
が
無
駄
な
く
引
き
締
ま
っ

て
い
る
一
方
、
女
性
ら
し
い
胸
は
セ
ー
タ
ー
の
上
か
ら
で
も
目
の
や
り
場
に
困
る
ほ
ど
豊
満
だ
っ
た
。 

阿
修
羅
も
逃
げ
出
し
そ
う
な
凶
相
で
、
レ
イ
ヴ
ン
が
徐
々
に
首
を
締
め
上
げ
る
。 

「
ま
た
、
泥
棒
猫
が
増
え
た
…
…
」 

「
待
て
待
て
！ 

こ
れ
は
別
に
そ
う
い
う
わ
け
じ
ゃ
！ 

ん
ぐ
っ
…
…
」 

「
―
―
浮
気
は
許
さ
な
い
」 

「
違
っ
。
そ
う
じ
ゃ
、
な
い
…
…
」 

 

意
識
が
酸
欠
で
遠
の
き
か
け
た
と
き
、
彼
女
が
よ
う
や
く
拘
束
を
解
い
た
。
こ
ち
ら
が
激
し
く
咳
き
込
む

の
を
冷
め
た
両
目
で
見
下
ろ
し
、
レ
イ
ヴ
ン
は
右
隣
へ
腰
を
下
ろ
す
と
直
人
の
鼻
先
ま
で
顔
を
寄
せ
た
。 

「
ナ
オ
ト
。
ち
ゃ
ん
と
答
え
て
」 

 

わ
か
っ
た
か
ら
少
し
待
て
、
と
喉
元
を
摩
り
な
が
ら
手
振
り
で
伝
え
る
。 

彼
女
と
出
会
い
、
こ
う
し
て
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
二
年
が
経
つ
。
友
人
以
上
恋
人
未
満
と
い
う
曖
昧
な

関
係
を
終
わ
ら
せ
た
二
ヶ
月
前
か
ら
、
レ
イ
ヴ
ン
と
は
恋
人
と
し
て
付
き
合
っ
て
い
た
。 
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彼
女
の
両
耳
で
輝
く
ル
ビ
ー
の
ピ
ア
ス
。
そ
れ
は
、
直
人
が
付
き
合
い
始
め
た
日
に
贈
っ
た
も
の
だ
。 

ネ
コ
科
の
肉
食
獣
を
彷
彿
と
さ
せ
る
ア
ー
モ
ン
ド
型
の
両
眼
が
、
こ
ち
ら
じ
ぃ
ー
っ
と
見
つ
め
て
答
え
を

待
っ
て
い
る
。
だ
が
、
黒
真
珠
の
よ
う
な
瞳
の
奥
で
揺
れ
て
い
る
の
は
怒
り
で
な
く
不
安
だ
。 

彼
女
の
肩
を
抱
き
寄
せ
、
直
人
は
写
真
を
手
に
嘆
息
す
る
。 

「
こ
れ
は
昔
の
写
真
だ
よ
」 

 

ほ
ら
、
と
写
真
を
裏
返
せ
ば
「
二
〇
三
七
年
、
ク
ア
ン
シ
ー
の
滝
に
て
」
と
滑
ら
か
な
筆
記
体
で
撮
影
日

が
書
か
れ
て
い
る
。
被
写
体
の
少
女
が
、
愛
用
の
万
年
筆
で
自
ら
記
し
た
文
字
だ
。 

 

レ
イ
ヴ
ン
が
年
数
へ
気
づ
い
て
目
を
丸
く
さ
せ
た
。 

「
も
し
か
し
て
、
こ
の
女
…
…
」 

「
そ
う
。
沙
希
だ
よ
」 

 

雪
島
沙
希

ゆ

き

し

ま

さ

き

。
彼
女
は
相
棒
で
あ
り
、
親
友
で
あ
り
、
理
解
者
で
あ
り
、
八
倉
直
人
が
初
め
て
恋
し
た
女
性

ひ

と

だ
っ
た
。
な
に
よ
り
、
復
讐
へ
捧
げ
た
人
生
を
変
え
る
切
っ
掛
け
を
く
れ
た
存
在
だ
。 

 

彼
女
が
命
を
賭
し
て
暴
い
た
真
実
が
あ
る
か
ら
、
直
人
は
〝
今
〟
の
生
き
方
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。 

 

そ
う
い
え
ば
、
と
写
真
を
眺
め
な
が
ら
思
い
出
し
た
。 

沙
希
の
左
隣
に
黒
っ
ぽ
い
小
型
ド
ロ
ー
ン
が
い
る
。
四
角
柱
の
ケ
ー
ス
に
メ
カ
ニ
ク
ル
な
四
脚
と
ハ
ン
ド

ア
ー
ム
の
両
腕
を
付
け
た
そ
れ
は
、
沙
希
が
「
ワ
イ
ズ
マ
ン
」
と
呼
ん
で
い
た
助
手
の
ド
ロ
ー
ン
だ
。 

 

彼
女
の
死
後
、
機
械
の
助
手
は
ど
う
な
っ
た
の
か
？ 

そ
の
辺
の
記
憶
は
曖
昧
で
よ
く
覚
え
て
い
な
い
。 

と
も
あ
れ
、
こ
れ
で
浮
気
の
疑
惑
は
晴
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。 
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「
納
得
し
た
か
？
」 

 
し
か
し
、
直
人
の
予
想
に
反
し
て
、
レ
イ
ヴ
ン
は
犯
人
の
嘘
を
見
抜
く
ベ
テ
ラ
ン
刑
事
め
い
た
顔
つ
き
で

写
真
を
観
察
し
て
い
た
。
沙
希
の
水
着
を
指
さ
し
、
直
人
を
ジ
ト
目
で
軽
く
睨
み
つ
け
る
。 

「
こ
れ
は
？
」 

「
休
暇
で
出
か
け
た
と
き
に
撮
っ
た
ん
だ
よ
…
…
」 

「
ど
う
し
て
水
着
？
」 

「
泳
げ
る
水
辺
だ
っ
た
か
ら
な
。
そ
れ
だ
け
だ
」 

「
…
…
ず
る
い
」 

「
は
？
」 

 

直
人
の
肩
へ
寄
り
か
か
り
、
レ
イ
ヴ
ン
は
拗
ね
た
顔
で
言
う
。 

「
写
真
。
私
、
撮
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
な
い
」 

「
そ
り
ゃ
ま
ぁ
確
か
に
…
…
」 

「
水
着
も
。
私
だ
っ
て
自
信
あ
る
」 

「
お
前
は
子
供
か
！ 

ヘ
ン
な
こ
と
で
張
り
合
う
な
よ
…
…
」 

「
別
に
。
ち
ょ
っ
と
悔
し
い
だ
け
」 

 

や
れ
や
れ
、
と
両
肩
を
竦
め
、
レ
イ
ヴ
ン
の
髪
を
愛
撫
す
る
よ
う
に
指
で
梳
い
た
。 

「
こ
の
写
真
は
特
別
な
ん
だ
。
ま
ぁ
、
ア
イ
ツ
と
の
思
い
出
っ
て
の
も
ウ
ソ
じ
ゃ
な
い
。
い
や
、
最
後
ま
で

聞
け
っ
て
。
こ
れ
は
、
あ
る
事
件
を
忘
れ
な
い
た
め
の
記
録
で
も
あ
る
ん
だ
」 
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「
事
件
？ 

ど
ん
な
？
」 

「
そ
れ
は
…
…
」 

「
教
え
て
。
ナ
オ
ト
の
事
な
ら
私
も
知
り
た
い
」 

「
か
な
り
長
い
話
だ
ぞ
？
」 

 

レ
イ
ヴ
ン
に
無
言
で
促
さ
れ
、
直
人
が
小
さ
く
唸
っ
た
。 

 

あ
の
事
件
を
語
る
に
は
、
第
四
次
大
戦
中
の
記
憶
を
振
り
返
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

戦
中
、
直
人
は
日
本
国
防
軍
の
軍
人
だ
っ
た
。
第
３
０
７
特
務
機
関
所
属
の
〝
特
殊
工
作
員
〟
と
し
て
、

暗
殺
や
破
壊
工
作
を
中
心
と
す
る
表
沙
汰
に
で
き
な
い
非
正
規
作
戦
へ
何
度
も
赴
い
た
。 

気
づ
け
ば
、
サ
ー
ニ
ャ
が
ワ
ク
ワ
ク
し
た
顔
で
待
っ
て
い
る
。 

「
サ
ー
ニ
ャ
。
楽
し
い
話
じ
ゃ
な
い
ぞ
…
…
」 

「
は
や
く
は
や
く
っ
」 

「
し
ょ
う
が
な
い
な
ぁ
…
…
」 

後
ろ
頭
を
掻
き
、
直
人
は
静
か
に
口
を
開
い
た
。 

「
―
―
西
暦
二
〇
三
七
年
八
月
、
俺
と
沙
希
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
境
地
帯
で
任
務
へ
就
い
て
た
ん
だ
」 
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第
一
章 

暗
殺
者
の
記
憶 

   
 

 
１ 

  

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
五
月
下
旬
か
ら
十
月
中
旬
に
か
け
て
雨
季
が
お
と
ず
れ
る
。 

集
中
豪
雨
で
河
川
が
何
度
も
氾
濫
を
起
こ
し
、
黄
土
色
の
泥
水
に
寸
断
さ
れ
た
道
路
や
線
路
を
あ
ち
こ
ち

で
目
に
す
る
も
の
の
、
熱
帯
性
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
帯
の
国
々
で
は
よ
く
あ
る
雨
季
の
景
色
だ
っ
た
。 

 

も
っ
と
も
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
土
は
縦
長
な
た
め
、
北
部
と
中
・
南
部
で
気
候
が
違
う
。
一
年
を
通
し
て

高
温
多
湿
な
中
・
南
部
が
熱
帯
で
あ
る
の
に
対
し
、
北
部
の
一
部
は
寒
暖
差
の
少
な
い
温
帯
だ
。 

 

シ
ャ
ン
州
の
特
別
自
治
区
〝
コ
ー
カ
ン
地
区
〟
も
温
帯
の
北
部
に
あ
っ
た
。 

 

深
い
茂
み
の
奥
で
伏
せ
な
が
ら
、
直
人
は
デ
ジ
タ
ル
式
の
単
眼
鏡
を
下
げ
て
舌
打
ち
す
る
。 

「
こ
れ
だ
け
待
っ
て
変
化
な
し
か
よ
。
中
央
諜
報
部
の
奴
ら
ガ
セ
を
掴
ま
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」 

 

蚊
の
鳴
く
よ
う
な
声
で
毒
づ
き
、
乱
雑
に
刈
っ
た
短
髪
を
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
と
掻
い
た
。 

日
本
国
防
軍
に
は
、
特
殊
工
作
員
と
い
う
独
自
の
兵
種
が
あ
る
。 

特
殊
部
隊
兵
士
の
能
力
と
強
靱
さ
に
加
え
、
諜
報
員
の
知
識
や
技
術
を
合
わ
せ
持
つ
諜
報
と
軍
事
工
作
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。
一
般
兵
に
は
「
殺
し
屋

キ
ル
ワ
ー
カ
ー

」
や
「
一
人
の
軍
隊

ワ

ン

マ

ン

ア

ー

ミ

ー

」
と
皮
肉
ら
れ
る
暗
部
で
あ
る
。 

ど
ん
な
危
険
地
帯
も
一
人
な
い
し
二
人
で
潜
入
し
、
任
務
対
象
が
人
物
や
集
団
、
建
物
で
あ
っ
て
も
排
除
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を
命
じ
ら
れ
た
ら
速
や
か
に
殲
滅
す
る
。
女
子
供
や
元
味
方
が
敵
だ
と
し
て
も
躊
躇
わ
な
い
。 

第
３
０
７
特
務
機
関
の
第
一
作
戦
班
も
同
じ
だ
。 

直
人
は
上
層
部
か
ら
〝
暗
殺
者

ア

サ

シ

ン

〟
の
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
を
与
え
ら
れ
、
こ
こ
一
年
半
は
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で

暗
殺
や
破
壊
工
作
へ
従
事
し
て
き
た
。
ど
れ
も
公
に
で
き
な
い
非
正
規
戦
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

強
化
繊
維
で
覆
わ
れ
た
右
手
首
へ
触
れ
る
と
、
自
身
の
バ
イ
タ
ル
情
報
と
現
時
刻
が
浮
か
ぶ
。 

 

第
三
次
大
戦
以
来
、
兵
士
は
〝
ア
ー
マ
ー
ス
ー
ツ
〟
と
い
う
戦
闘
用
装
甲
服
を
着
用
す
る
。
防
弾
機
能
や

パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
を
含
め
、
ス
ー
ツ
に
は
戦
闘
や
任
務
で
役
立
つ
様
々
な
機
能
が
備
わ
っ
て
い
た
。 

 

ち
な
み
に
、
一
般
兵
の
ス
ー
ツ
は
オ
リ
ー
ブ
ド
ラ
ブ
を
基
本
カ
ラ
ー
と
す
る
が
、
特
殊
工
作
員
の
ス
ー
ツ

は
漆
黒
を
基
調
と
す
る
。
ど
ち
ら
も
ス
ー
ツ
の
表
面
が
環
境
に
適
し
た
迷
彩
色
へ
変
化
す
る
環
境
同
化
機
能

を
装
備
し
て
お
り
、
直
人
の
ス
ー
ツ
も
今
は
デ
ジ
タ
ル
パ
タ
ー
ン
の
暗
緑
色
へ
染
ま
っ
て
い
た
。 

か
れ
こ
れ
、
七
時
間
も
湿
っ
た
土
の
匂
い
を
嗅
い
で
い
る
。
が
、
標
的
が
現
わ
れ
る
様
子
は
未
だ
な
い
。 

 

特
殊
工
作
員
の
任
務
で
は
、
こ
の
手
の
待
ち
ぼ
う
け
に
振
り
回
さ
れ
る
状
況
が
多
々
あ
る
。
い
く
ら
情
報

を
掻
き
集
め
て
も
、
こ
ち
ら
の
立
て
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
敵
が
動
く
と
は
限
ら
な
い
か
ら
だ
。 

 

現
地
時
間
は
、
午
前
七
時
三
十
七
分
。
こ
こ
ら
で
朝
食
に
す
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。 

 

待
機
中
の
楽
し
み
は
専
ら
食
事
だ
。
甘
い
物
を
食
べ
れ
ば
苛
立
ち
も
少
し
は
紛
れ
る
。 

直
人
が
後
ろ
腰
へ
付
け
た
多
連
結
ポ
ー
チ
―
―
バ
ン
ダ
リ
ア
を
漁
っ
て
カ
ロ
リ
ー
バ
ー
を
抜
き
出
す
も
、

『
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
味
』
と
記
さ
れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
見
る
な
り
眉
根
を
顰
め
た
。 

 

冗
談
じ
ゃ
な
い
。
嫌
が
ら
せ
に
も
ほ
ど
が
あ
る
だ
ろ
…
…
。 
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日
本
国
防
軍
の
カ
ロ
リ
ー
バ
ー
で
「
一
番
ま
ず
い
」
と
評
判
な
の
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
味
だ
。
合
成
カ
カ
オ

マ
ス
の
嘘
く
さ
い
風
味
に
加
え
、
甘
味
料
を
ケ
チ
っ
た
と
し
か
思
え
な
い
ほ
ど
薄
味
で
美
味
く
な
い
。 

 
十
中
八
九
、
後
方
支
援
担
当
の
相
棒
が
入
れ
替
え
て
い
る
。
彼
女
は
甘
党
の
子
供
舌
だ
。 

た
ぶ
ん
、
フ
ル
ー
ツ
味
と
イ
チ
ゴ
味
は
根
こ
そ
ぎ
奪
わ
れ
た
。
賭
け
て
も
い
い
。 

首
元
へ
付
け
た
骨
伝
導
式
の
通
信
機

ス

ロ

ー

ト

マ

イ

ク

を
弄
り
、
カ
ロ
リ
ー
バ
ー
泥
棒
に
コ
ー
ル
す
る
。 

「
ウ
ィ
ザ
ー
ド
ゼ
ロ
。
応
答
し
ろ
」 

 

特
殊
工
作
員
が
単
独
で
敵
地
を
歩
け
る
最
大
の
理
由
は
、
情
報
分
析
官
と
呼
ば
れ
る
支
援
要
員
が
後
方
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
担
っ
て
い
る
お
か
げ
だ
。
情
報
分
析
官
の
仕
事
は
多
岐
に
渡
る
が
、
特
殊
工
作
員
の
作
戦

遂
行
中
は
、
無
人
偵
察
機

Ｕ

Ａ

Ｖ

を
含
め
た
各
種
ド
ロ
ー
ン
で
広
範
囲
の
監
視
や
分
析
を
行
っ
て
い
た
。 

 

光
学
迷
彩
の
効
果
で
視
認
は
で
き
な
い
が
、
こ
う
し
て
い
る
現
在
も
高
度
八
千
メ
ー
ト
ル
前
後
で
彼
女
の

管
理
す
る
無
人
偵
察
機
が
警
戒
飛
行
を
繰
り
返
し
、
約
四
十
キ
ロ
圏
内
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。 

 

わ
ず
か
な
間
を
お
い
て
、
雪
島
沙
希
の
明
る
い
声
が
返
っ
て
き
た
。 

『
こ
ち
ら
、
ウ
ィ
ザ
ー
ド
ゼ
ロ
。
ど
し
た
の
？
』 

「
話
が
あ
る
。
回
線
を
変
え
る
ぞ
」 

 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
回
線
へ
切
り
替
え
、
直
人
が
仏
頂
面
で
質
し
た
。 

「
…
…
沙
希
。
俺
に
何
か
言
う
こ
と
は
？
」 

『
ん
？ 

ん
ー
…
…
お
疲
れ
さ
ま
？
』 

「
違
う
。
ま
た
、
俺
の
荷
物
か
ら
〝
特
定
の
味
〟
を
抜
い
た
だ
ろ
」 
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『
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
』 

「
こ
い
つ
ぬ
け
ぬ
け
と
！
」 

『
い
い
じ
ゃ
ん
別
に
さ
ぁ
。
ナ
オ
は
苦
い
の
好
き
で
し
ょ
？ 

ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
と
か
』 

「
そ
れ
と
こ
れ
と
は
話
が
違
う
。
だ
い
た
い
、
俺
に
嫌
い
な
も
ん
を
押
し
つ
け
る
な
。
昨
日
の
朝
飯
の
と
き

だ
っ
て
そ
う
だ
ろ
。
自
分
の
皿
か
ら
抜
い
た
ピ
ー
マ
ン
を
こ
っ
そ
り
盛
り
付
け
や
が
っ
て
…
…
」 

『
え
？ 

な
に
？ 
ノ
イ
ズ
が
ひ
ど
く
て
よ
く
聞
こ
え
ま
せ
～
ん
』 

 

「
て
め
え
…
…
」 

 

小
学
生
で
す
ら
呆
れ
そ
う
な
誤
魔
化
し
方
だ
が
、
沙
希
は
飛
び
抜
け
て
優
秀
な
分
析
官
だ
。
気
兼
ね
な
く

何
で
も
話
せ
る
相
棒
で
あ
り
、
苦
楽
を
分
か
ち
合
う
戦
友
と
し
て
も
信
頼
で
き
る
。 

た
だ
し
、
彼
女
の
子
供
っ
ぽ
い
性
格
を
除
け
ば
の
話
だ
が
…
…
。 

『
ね
え
、
食
べ
な
い
の
？ 

湿
気
る
と
余
計
に
ま
ず
く
な
る
ら
し
い
よ
？
』 

 

大
方
、
無
人
偵
察
機
の
送
る
映
像
を
見
て
、
ニ
マ
ニ
マ
と
意
地
の
悪
い
笑
み
を
湛
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

一
年
半
も
一
緒
に
過
ご
し
て
い
れ
ば
、
ノ
イ
ズ
へ
混
じ
る
微
か
な
声
の
震
え
で
想
像
が
つ
く
。 

「
…
…
っ
た
く
、
覚
え
て
ろ
よ
。
食
べ
物
の
恨
み
は
恐
ろ
し
い
ん
だ
か
ら
な
」 

『
は
い
は
い
。
ホ
ン
ト
、
ナ
オ
は
子
供
だ
よ
ね
～
』 

「
お
前
に
だ
け
は
言
わ
れ
た
か
ね
え
よ
…
…
」 

 

美
味
く
な
い
カ
ロ
リ
ー
バ
ー
を
齧
り
、
直
人
は
匍
匐
姿
勢
で
待
機
を
続
行
す
る
。 

 

人
類
が
四
度
目
と
な
る
世
界
大
戦
を
始
め
た
の
は
、
今
を
遡
っ
て
二
年
ほ
ど
前
だ
。 
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西
暦
二
〇
三
五
年
十
月
一
日
、
日
本
の
人
口
密
集
都
市
へ
中
国
と
南
北
朝
鮮
統
一
国
が
無
差
別
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
を
行
っ
た
事
件
で
、
日
本
人
口
の
約
三
分
の
一
が
何
の
前
触
れ
も
な
く
死
へ
と
追
い
や
ら
れ
た
。 

 
後
に
『
一
〇
一
事
変
』
と
呼
ば
れ
る
事
件
は
、
首
都
・
東
京
を
含
む
関
東
圏
と
西
日
本
の
主
要
な
都
市
部

や
工
業
地
帯
の
九
割
を
壊
滅
さ
せ
、
東
北
以
西
は
灰
燼
と
瓦
礫
の
散
在
す
る
廃
墟
と
な
っ
た
。 

 

も
と
も
と
、
日
本
と
両
国
は
領
有
権
問
題
で
小
規
模
な
軍
事
衝
突
を
繰
り
返
し
、
第
三
次
世
界
大
戦
で
も

争
っ
た
遺
恨
が
あ
る
。
そ
の
う
え
、
移
民
政
策
や
貿
易
問
題
を
巡
っ
て
複
数
の
火
種
を
抱
え
て
い
た
。 

 

―
―
極
東
の
火
薬
庫
。
日
本
海
周
辺
を
第
一
次
世
界
大
戦
の
〝
バ
ル
カ
ン
半
島
〟
に
な
ぞ
ら
え
て
述
べ
た

社
会
学
者
の
言
葉
で
あ
る
。
結
局
、
極
東
の
火
薬
庫
も
歴
史
を
繰
り
返
す
よ
う
に
爆
発
し
た
。 

 

日
本
臨
時
政
府
は
、
宮
城
県
仙
台
市
を
暫
定
首
都
と
定
め
、
ア
メ
リ
カ
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
、
攻
撃
し
た
両
国
へ
報
復
を
宣
言
。
第
三
次
大
戦
以
来
と
な
る
軍
事
攻
撃
へ
動
い
た
。 

や
が
て
、
ロ
シ
ア
が
中
国
、
南
北
朝
鮮
統
一
国
を
支
援
し
始
め
た
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
も
牽
制
す
る
べ
く

本
格
的
な
派
兵
を
行
い
、
東
ア
ジ
ア
の
戦
火
は
開
戦
か
ら
二
年
で
世
界
中
へ
飛
び
火
し
た
。 

報
復
宣
言
後
、
日
本
は
ま
ず
東
南
ア
ジ
ア
へ
目
を
付
け
た
。 

 

開
戦
当
初
、
中
国
は
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
背
景
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
次
々
と
蹂
躙
し
、
占
領
国
の
政
権

を
解
体
。
中
国
共
産
党
指
導
部
の
息
が
か
か
っ
た
親
中
政
権
を
樹
立
さ
せ
て
い
っ
た
。 

 

国
連
で
侵
略
行
為
を
非
難
さ
れ
る
と
、
中
国
政
府
の
外
相
は
何
食
わ
ぬ
顔
で
否
定
し
た
と
い
う
。 

「
東
南
ア
ジ
ア
の
人
々
は
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
指
導
を
自
ら
進
ん
で
受
け
入
れ
、
中
国
共
産
党
と
親
密
に

協
力
し
、
中
国
と
東
ア
ジ
ア
全
体
の
革
命
、
開
発
、
改
革
事
業
へ
共
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
」 
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し
か
し
、
こ
の
発
言
が
ひ
と
た
び
東
南
ア
ジ
ア
へ
知
れ
渡
る
と
、
暴
動
や
テ
ロ
が
勃
発
し
た
。 

 
反
中
ゲ
リ
ラ
や
パ
ル
チ
ザ
ン
が
各
地
で
組
織
さ
れ
、
人
民
解
放
軍
へ
対
抗
し
始
め
た
の
で
あ
る
。 

 
第
三
次
大
戦
末
期
、
日
本
は
軍
備
拡
張
と
侵
攻
を
強
め
る
中
国
に
対
抗
す
る
た
め
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
近
隣
諸
国
と
〝
東
南
ア
ジ
ア
安
全
保
障
条
約
〟
を
締
結
し
て
い
る
。 

 

こ
の
東
南
ア
ジ
ア
安
保
を
掲
げ
、
日
本
は
集
団
的
自
衛
権
を
理
由
に
軍
を
派
兵
し
た
。
現
地
の
反
中
勢
力

と
の
連
携
も
功
を
奏
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
ベ
ト
ナ
ム
北
部
ま
で
中
国
の
占
領
地
は
縮
小
し
つ
つ
あ
る
。 

 

コ
ー
カ
ン
地
区
は
、
中
国
の
雲
南
省
と
接
す
る
国
境
地
帯
で
あ
り
、
現
在
も
中
国
の
占
領
下
へ
置
か
れ
て

い
る
。
そ
の
う
え
、
親
中
派
の
民
兵
組
織
が
幅
を
利
か
せ
て
い
る
物
騒
な
場
所
だ
。 

 

沙
希
の
退
屈
そ
う
な
声
が
鼓
膜
を
震
わ
せ
た
。 

『
ぜ
ん
っ
ぜ
ん
来
な
い
ね
…
…
』 

「
情
報
の
精
度
は
確
か
か
？
」 

『
た
ぶ
ん
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
民
族
解
放
同
盟
軍

Ｍ

Ｎ

Ｌ

Ａ

Ａ

の
協
力
者
か
ら
得
た
情
報
ら
し
い
か
ら
』 

「
…
…
協
力
者
ね
ぇ
。
二
重
ス
パ
イ
じ
ゃ
な
け
り
ゃ
い
い
け
ど
な
」 

 

今
回
の
任
務
は
、
中
国
の
工
作
員
「
黄
宗
儀

オ
ウ
・
ソ
ウ
ギ

」
を
始
末
す
る
こ
と
だ
。 

 

黄
宗
儀
は
、
中
央
統
一
戦
線
工
作
部
こ
と
中
央
統
戦
部
の
次
長
と
し
て
、
各
地
の
民
兵
組
織
と
親
中
政
権

の
間
を
取
り
持
つ
、
外
交
官
も
ど
き
の
よ
う
な
役
職
へ
就
い
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
本
来
の
貌
は
諜
報
活
動
を
行
う
ス
パ
イ
で
あ
り
、
抗
日
系
民
兵
組
織
を
裏
で
支
援
し
な
が
ら
、

日
本
国
防
軍
の
奪
還
し
た
地
域
へ
テ
ロ
リ
ス
ト
を
送
り
込
ん
で
い
る
工
作
担
当
官
だ
。 
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コ
ー
カ
ン
地
区
に
は
〝
ミ
ャ
ン
マ
ー
民
族
民
主
同
盟
軍

Ｍ

Ｎ

Ｄ

Ａ

Ａ

〟
と
い
う
反
政
府
組
織
が
存
在
し
、
中
国
系
移
民

の
コ
ー
カ
ン
族
を
主
体
と
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
と
過
去
に
何
度
も
衝
突
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。 

 
中
国
は
戦
前
か
ら
密
か
に
彼
ら
へ
支
援
を
行
い
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
占
領
後
は
大
手
を
振
っ
て
民
兵
の
上
層
部

を
自
治
区
の
ト
ッ
プ
や
要
職
に
据
え
、
周
辺
地
域
の
統
治
ま
で
組
織
へ
や
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
民
族
解
放
同
盟
軍
と
改
名
し
た
現
在
は
、
三
万
人
規
模
の
構
成
員
を
抱
え
る
大
所
帯
だ
。 

 

そ
ん
な
拡
大
の
裏
で
暗
躍
し
て
い
る
の
が
、
中
央
統
戦
部
の
黄
宗
儀
で
あ
る
。 

 

こ
の
男
は
残
念
な
が
ら
軍
人
じ
ゃ
な
い
。
中
央
統
戦
部
は
中
国
共
産
党
の
政
治
的
な
外
交
と
広
報
を
担
う

政
党
の
直
轄
組
織
で
あ
り
、
黄
宗
儀
も
表
向
き
は
一
種
の
外
交
部
へ
所
属
す
る
文
民
の
官
僚
だ
。 

 

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
や
交
戦
規
定

Ｒ

Ｏ

Ｅ

の
問
題
で
、
国
防
軍
は
文
民
を
攻
撃
目
標
に
で
き
な
い
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
非
正
規
作
戦
が
専
門
の
特
務
機
関
へ
命
令
が
下
っ
た
。 

 

―
―
黄
宗
儀
を
対
立
民
兵
組
織
の
仕
業
へ
見
せ
か
け
て
抹
殺
せ
よ
。 

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
民
族
解
放
同
盟
軍
の
対
立
組
織
は
い
く
つ
か
あ
る
。
特
に
〝
ミ
ャ
ン
マ
ー
自
由
解
放
戦
線

Ｍ

Ｆ

Ｌ

Ｆ

〟

を
呼
称
す
る
組
織
は
、
二
ヶ
月
で
五
度
も
衝
突
を
起
こ
し
て
お
り
最
適
な
生
贄
だ
っ
た
。 

 

ザ
ッ
ク
に
ゴ
ミ
を
し
ま
い
、
直
人
は
バ
レ
ッ
ト
Ｍ
１
１
０
狙
撃
銃
の
チ
ー
ク
ピ
ー
ス
へ
右
頬
を
当
て
る
。

狙
撃
ス
コ
ー
プ
の
倍
率
は
二
〇
倍
、
ス
コ
ー
プ
レ
ン
ズ
に
標
的
を
照
準
す
る
十
字
線
が
入
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
を
レ
テ
ィ
ク
ル
と
呼
び
、
上
下
左
右
に
一
定
間
隔
で
並
ん
だ
小
さ
な
点
を
ミ
ル
ド
ッ
ト
と
い
う
。 

「
お
お
む
ね
風
向
き
は
九
時
方
向
で
変
わ
ら
ず
。
風
速
は
毎
秒
一
五
フ
ィ
ー
ト
前
後
か
…
…
」 

 

十
二
時
方
向
か
ら
微
風
が
吹
い
て
い
る
も
の
の
、
弾
道
へ
の
影
響
は
小
さ
な
も
の
だ
。 
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直
人
は
木
々
が
生
い
茂
る
小
高
い
丘
へ
陣
取
っ
て
お
り
、
狙
撃
ス
コ
ー
プ
の
向
こ
う
に
見
え
る
未
舗
装
の

山
道
ま
で
一
六
七
〇
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
だ
が
、
有
効
射
程
二
キ
ロ
の
対
物
ラ
イ
フ
ル
な
ら
問
題
は
な
い
。 

ち
な
み
に
道
幅
は
三
メ
ー
ト
ル
あ
る
か
ど
う
か
で
、
車
が
す
れ
違
う
の
も
や
っ
と
な
狭
さ
だ
。 

し
か
も
、
朽
ち
か
け
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
道
の
左
右
を
飾
っ
て
い
る
。
第
三
次
大
戦
中
に
破
壊
さ
れ
た
軍
用

車
両
が
大
半
を
占
め
、
何
年
も
風
雨
へ
晒
さ
れ
て
赤
錆
び
塗
れ
な
オ
ブ
ジ
ェ
と
化
し
て
い
た
。 

お
か
げ
で
道
幅
は
さ
ら
に
狭
く
な
り
、
実
際
は
一
方
通
行
の
山
道
と
な
っ
て
い
る
。 

ふ
ぅ
と
両
肩
の
力
を
抜
い
た
と
き
、
沙
希
が
ね
だ
る
よ
う
に
訊
い
た
。 

『
ね
え
、
ナ
オ
？ 

休
暇
申
請
し
て
い
い
？
』 

「
ま
た
唐
突
だ
な
」 

『
だ
っ
て
思
い
出
し
て
よ
。
こ
こ
三
ヶ
月
で
お
休
み
あ
っ
た
？
』 

「
小
耳
に
挟
ん
だ
話
じ
ゃ
大
規
模
な
作
戦
が
近
い
ら
し
い
。
諦
め
ろ
」 

『
ナ
オ
。
私
は
繊
細
で
か
弱
い
女
の
子
な
の
だ
よ
？
』 

「
嘘
つ
け
…
…
」 

『
…
…
ナ
オ
？ 

地
雷
原
を
ピ
ク
ニ
ッ
ク
し
て
帰
り
た
い
？
』 

「
た
ま
に
は
休
む
こ
と
も
必
要
だ
な
ッ
」 

『
わ
か
れ
ば
よ
ろ
し
い
。
じ
ゃ
、
休
暇
申
請
出
す
ね
！
』 

「
…
…
ど
う
ぞ
お
好
き
に
。
ま
、
オ
チ
は
見
え
て
る
け
ど
な
」 

『
は
い
、
そ
こ
！ 

悲
観
し
な
い
！ 

ち
ゃ
ん
と
通
る
か
も
し
れ
な
い
で
し
ょ
？
』 
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「
…
…
ど
う
だ
か
。
っ
と
、
よ
う
や
く
お
出
ま
し
だ
」 

 
エ
ン
ジ
ン
音
が
風
に
乗
っ
て
西
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。 

沙
希
が
回
線
を
戻
し
て
告
げ
た
。 

『
高
機
動
戦
車
が
二
機
、
車
両
が
五
台
。
十
分
で
エ
リ
ア
に
入
る
よ
』 

「
な
に
？ 
車
両
だ
け
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」 

 

高
機
動
戦
車
は
、
第
三
次
大
戦
を
象
徴
す
る
自
律
兵
器
だ
。
人
間
の
脳
を
模
し
た
人
工
知
能
を
搭
載
す
る

無
人
兵
器
の
多
脚
戦
車
で
、
重
火
器
を
背
負
っ
た
鋼
鉄
の
怪
物
と
呼
ん
で
も
過
言
じ
ゃ
な
い
。 

 

ス
ト
ッ
ク
を
右
脇
で
し
っ
か
り
固
定
し
、
直
人
が
照
準
点
を
睨
む
。 

両
肘
を
地
面
へ
つ
き
、
な
る
べ
く
肩
は
水
平
に
保
つ
。
や
や
足
を
開
い
て
、
爪
先
は
外
へ
向
け
、
湿
っ
た

土
の
感
触
を
踵
で
感
じ
る
。
伏
射
あ
る
い
は
寝
撃
ち
と
呼
ば
れ
る
命
中
精
度
を
得
や
す
い
姿
勢
だ
。 

「
対
象
車
両
は
？
」 

『
黒
の
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
。
軽
装
甲
車
で
前
後
を
挟
ま
れ
て
る
』 

「
了
解
。
そ
っ
ち
は
情
報
通
り
だ
な
」 

 

日
本
に
は
〝
中
央
諜
報
部
〟
と
い
う
情
報
機
関
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
中
央
情
報
局

Ｃ

Ｉ

Ａ

を
手
本
に
設
立
さ
れ
た

中
央
諜
報
部
は
、
日
本
国
防
軍
が
作
戦
を
決
め
る
判
断
材
料
と
な
る
情
報
を
集
め
て
い
る
組
織
だ
。 

 

彼
ら
の
情
報
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
民
族
解
放
同
盟
軍
に
高
機
動
戦
車
は
存
在
し
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。 

 

ズ
ン
、
ズ
ン
と
腹
の
底
へ
響
く
よ
う
な
足
音
が
、
約
一
・
七
キ
ロ
向
こ
う
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
や
が
て

ゾ
ウ
ガ
メ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
四
脚
の
巨
影
が
、
ス
コ
ー
プ
レ
ン
ズ
の
内
側
へ
映
り
込
む
。 
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暗
緑
色
の
敵
機
を
観
察
し
、
直
人
は
黄
宗
儀
の
暗
殺
を
上
層
部
が
急
い
だ
理
由
へ
気
が
つ
い
た
。 

「
あ
の
野
郎
…
…
人
民
解
放
軍
の
お
古
を
民
兵
に
売
り
つ
け
た
な
」 

 
２
９
式
高
機
動
戦
車
〝
雷
龍

レ
イ
ロ
ン

〟
と
呼
ば
れ
る
人
民
解
放
軍
陸
軍
の
機
体
だ
。 

歩
行
速
度
は
六
十
キ
ロ
と
の
ろ
ま
な
部
類
に
入
る
も
の
の
、
１
４
０
ミ
リ
滑
空
砲
と
２
０
ミ
リ
機
関
砲
を

複
数
備
え
て
い
る
。
挙
句
、
多
層
構
造
の
分
厚
い
装
甲
は
対
戦
車
ロ
ケ
ッ
ト
弾
で
も
壊
れ
に
く
い
。 

三
世
代
前
の
型
落
ち
品
と
は
い
え
、
民
兵
の
扱
う
武
器
に
し
て
は
危
険
な
代
物
だ
。 

黄
宗
儀
は
ア
レ
の
引
き
渡
し
で
時
間
を
取
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
銃
器
や
ア
ー
マ
ー
ス
ー
ツ
、
車
両
だ
け
な

ら
ま
だ
し
も
、
高
機
動
戦
車
を
供
与
し
て
い
る
と
な
れ
ば
無
視
で
き
る
限
度
を
超
え
て
い
る
。 

 

二
機
の
雷
龍
は
車
列
の
前
後
を
固
め
、
地
響
き
を
立
て
な
が
ら
山
道
へ
侵
入
し
始
め
た
。 

十
四
、
五
人
の
民
兵
を
荷
台
へ
乗
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
と
軽
装
甲
車
が
続
き
、
黒
塗
り
の
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー

が
現
れ
る
。
後
部
座
席
の
窓
へ
照
準
を
合
わ
せ
れ
ば
、
黒
髪
を
撫
で
上
げ
た
眼
鏡
の
男
が
い
る
。
や
や
頬
骨

が
張
っ
た
面
長
で
、
神
経
質
そ
う
な
印
象
を
受
け
る
痩
せ
顔
―
―
間
違
い
な
い
。
黄
宗
儀
だ
。 

「
対
象
を
確
認
し
た
。
あ
と
は
―
―
―
―
」 

 

突
然
、
先
頭
の
一
機
が
道
の
中
ほ
ど
で
止
ま
り
、
後
続
車
も
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
。
薄
汚
れ
た
白
い
バ
ン
が

十
メ
ー
ト
ル
先
で
道
を
塞
ぎ
、
高
機
動
戦
車
の
セ
ン
サ
ー
が
そ
れ
に
反
応
し
て
止
ま
っ
た
の
だ
。 

バ
レ
ッ
ト
の
棹
桿
を
引
い
て
初
弾
を
薬
室
へ
送
る
。 

「
…
…
い
い
ぞ
。
連
中
が
止
ま
っ
た
。
散
布
は
？
」 

『
も
う
や
っ
て
る
。
風
向
き
も
ば
っ
ち
り
』 
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こ
こ
か
ら
南
西
六
キ
ロ
に
小
さ
な
村
が
あ
る
。
七
時
間
前
、
直
人
が
現
地
へ
降
下
し
て
最
初
に
取
り
か
か

っ
た
仕
事
は
、
そ
の
村
か
ら
適
当
な
車
を
拝
借
し
て
、
わ
ざ
と
山
道
で
乗
り
捨
て
る
こ
と
だ
。 

 
民
兵
二
人
が
爆
発
物
や
異
常
の
有
無
を
確
か
め
て
車
列
へ
戻
っ
た
。 

 

あ
の
バ
ン
は
足
止
め
用
だ
。
爆
発
物
や
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
探
し
た
と
こ
ろ
で
出
て
こ
な
い
。 

 

標
的
の
横
顔
か
ら
狙
い
を
外
し
、
進
軍
を
再
開
し
た
雷
龍
へ
照
準
を
つ
け
た
。
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
の
よ
う
な

砲
塔
上
に
球
体
の
セ
ン
サ
ー
ア
イ
が
あ
る
。
人
工
知
能
と
直
結
し
て
い
る
高
機
動
戦
車
の
弱
点
だ
。 

 

雷
龍
は
バ
ン
を
踏
み
潰
そ
う
と
左
の
前
脚
を
上
げ
た
。
ト
リ
ガ
ー
に
指
を
添
え
、
息
を
引
き
取
る
よ
う
に

す
っ
と
呼
吸
を
止
め
る
。
鋼
鉄
の
脚
が
車
体
を
踏
み
壊
す
。
風
の
微
か
な
揺
ら
ぎ
を
肌
が
捉
え
た
。 

 

レ
テ
ィ
ク
ル
の
中
心
が
ピ
タ
リ
と
重
な
り 

直
人
が
静
か
に
引
き
金
を
絞
る
。 

 

バ
レ
ッ
ト
の
銃
口
が
発
射
炎
で
染
ま
り
、
１
２
・
７
ミ
リ
弾
が
轟
音
を
残
し
て
飛
び
出
し
た
。 

 

発
射
ガ
ス
が
周
り
の
赤
土
を
撥
ね
散
ら
か
す
。
コ
ン
マ
数
秒
で
空
気
を
切
り
裂
き
、
五
〇
口
径
の
弾
薬
が

一
六
七
〇
メ
ー
ト
ル
を
疾
走
。
弾
丸
が
防
弾
層
を
あ
っ
さ
り
穿
ち
、
セ
ン
サ
ー
ア
イ
を
粉
々
に
砕
く
。 

 

敵
襲
へ
気
づ
い
て
、
後
続
車
両
も
停
車
し
た
。 

 

直
後
、
砲
塔
が
内
側
か
ら
爆
裂
し
、
装
甲
板
が
弾
け
て
宙
を
舞
う
。
挙
句
、
弾
薬
庫
へ
引
火
し
た
の
か
、

一
際
大
き
な
爆
発
を
起
こ
す
と
、
機
体
上
部
は
木
端
微
塵
に
吹
き
飛
ん
で
鉄
屑
の
雨
を
降
ら
せ
た
。 

 

そ
し
て
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
爆
炎
が
大
気
へ
触
れ
た
と
き
だ
。 

 

軽
装
甲
車
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
、
と
導
火
線
を
辿
る
よ
う
に
車
両
が
次
々
と
激
し
い
爆
発

へ
飲
み
込
ま
れ
る
。
爆
轟
波
を
食
ら
っ
た
車
が
横
転
し
、
道
端
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
へ
叩
き
つ
け
ら
れ
た
。 
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業
火
を
思
わ
せ
る
炎
が
山
道
を
覆
い
、
人
間
と
残
骸
を
区
別
な
く
燃
や
し
尽
く
す
。 

 
ほ
と
ん
ど
の
乗
員
は
即
死
だ
ろ
う
。
も
し
無
事
だ
っ
た
と
し
て
も
、
防
弾
ガ
ラ
ス
の
破
片
で
切
り
裂
か
れ

た
全
身
は
ズ
タ
ズ
タ
で
あ
り
、
車
両
の
歪
ん
だ
フ
レ
ー
ム
か
ら
抜
け
出
せ
ず
焼
け
死
ぬ
に
違
い
な
い
。 

 

時
折
、
残
骸
の
合
間
で
炎
へ
巻
か
れ
た
民
兵
が
の
た
う
ち
回
っ
て
い
た
。 

彼
ら
の
大
半
は
全
身
を
義
術
化
し
た
〝
義
術
強
化
兵
〟
だ
。
生
身
の
人
間
よ
り
肉
体
強
度
が
優
れ
て
い
る

と
し
て
も
、
全
身
の
三
割
を
超
え
る
熱
傷
を
負
え
ば
脳
が
激
痛
へ
耐
え
ら
れ
ず
シ
ョ
ッ
ク
死
す
る
。 

 

恐
ら
く
、
黄
宗
儀
を
含
め
て
何
が
起
き
た
か
を
理
解
で
き
た
者
は
い
な
い
。 

 

例
の
バ
ン
を
乗
り
捨
て
た
後
、
直
人
は
道
端
の
残
骸
に
ミ
ニ
ボ
ン
ベ
を
設
置
し
て
回
っ
た
。
遠
隔
操
作
の

噴
霧
装
置
付
き
で
、
特
殊
な
有
機
溶
剤
が
五
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
ず
つ
各
容
器
へ
注
入
さ
れ
て
い
た
。 

そ
れ
ら
は
〝
ヴ
ェ
ル
ト
ロ
エ
ン
〟
と
呼
ば
れ
、
義
術
医
の
い
る
病
院
で
人
工
皮
膚
を
接
着
す
る
特
殊
樹
脂

を
溶
か
す
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
。
無
色
透
明
な
う
え
、
シ
ン
ナ
ー
の
よ
う
な
刺
激
臭
も
な
い
。 

し
か
し
、
ヴ
ェ
ル
ト
ロ
エ
ン
は
揮
発
性
と
引
火
性
が
非
常
に
高
い
危
険
物
で
あ
る
。 

 

本
来
の
希
釈
し
て
使
う
方
法
な
ら
無
問
題
だ
が
、
原
液
は
ケ
ロ
シ
ン
系
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
と
同
等
の
燃
焼
性

を
持
っ
て
お
り
、
引
火
時
の
爆
発
力
は
キ
ロ
単
位
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
爆
薬
へ
相
当
す
る
と
い
う
。 

 

ミ
ニ
ボ
ン
ベ
の
本
数
は
計
十
二
本
、
約
六
リ
ッ
ト
ル
し
か
容
量
は
な
い
。
が
、
気
化
し
て
拡
散
す
る
面
積

と
風
向
き
、
山
道
の
道
幅
を
利
用
す
れ
ば
、
一
時
的
に
密
度
の
濃
い
空
間
を
形
成
で
き
る
。 

 

最
後
に
、
直
人
は
徹
甲
焼
夷
弾

Ｈ

Ｅ

Ｉ

Ａ

Ｐ

で
仕
上
げ
を
行
っ
た
。 

 

徹
甲
焼
夷
弾
は
、
徹
甲
弾
、
榴
弾
、
焼
夷
弾
の
三
機
能
を
備
え
た
多
目
的
弾
頭
を
持
つ
弾
薬
だ
。 
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タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
弾
芯
が
貫
通
力
を
上
げ
、
弾
頭
先
端
の
焼
夷
剤
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
爆
薬
を
起
爆
さ
せ
る

こ
と
で
破
壊
力
を
増
し
、
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
粉
の
焼
夷
弾
薬
が
高
温
で
消
え
に
く
い
火
を
起
こ
す
。 

も
っ
と
も
、
た
っ
た
一
発
で
雷
龍
を
破
壊
で
き
た
の
は
偶
然
だ
。
砲
塔
内
部
の
弾
薬
庫
が
運
良
く
誘
爆
を

起
こ
し
た
ま
ぐ
れ
で
あ
り
、
結
果
そ
れ
が
連
鎖
爆
発
を
誘
発
す
る
ト
リ
ガ
ー
と
な
っ
た
。 

最
後
尾
の
雷
龍
を
五
発
で
沈
黙
さ
せ
、
直
人
は
炎
上
す
る
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
を
視
界
へ
収
め
た
。 

「
対
象
車
両
の
破
壊
を
確
認
し
た
。
そ
っ
ち
は
ど
う
だ
？
」 

 

無
人
偵
察
機
以
外
に
も
、
彼
女
は
複
数
の
ド
ロ
ー
ン
を
管
理
し
て
い
る
。 

 

そ
の
一
つ
が
〝
イ
ン
セ
ク
タ
ー
〟
と
呼
ば
れ
る
虫
型
ド
ロ
ー
ン
だ
。
蚊
な
ど
の
外
見
を
模
し
て
作
ら
れ
、

窓
の
隙
間
や
エ
ア
コ
ン
の
吸
気
口
か
ら
、
走
行
中
の
車
内
へ
と
侵
入
で
き
る
。 

 

暗
殺
対
象
の
声
紋
や
脳
波
を
回
収
で
き
る
た
め
、
こ
う
し
た
任
務
の
際
は
欠
か
せ
な
い
機
材
だ
っ
た
。 

 

沙
希
が
間
髪
を
入
れ
ず
答
え
た
。 

『
脳
波
の
停
止
は
確
認
済
み
。
大
丈
夫
、
間
違
い
な
い
よ
』 

「
任
務
完
了
だ
。
撤
収
す
る
ぞ
」 

 

義
術
の
普
及
し
た
現
代
に
お
い
て
、
人
間
の
生
死
は
脳
波
の
有
無
で
判
断
さ
れ
る
。
脳
と
脳
幹
は
義
術
化

で
き
な
い
器
官
で
あ
り
、
義
術
化
し
た
肉
体
と
は
関
係
な
く
破
壊
す
れ
ば
死
を
も
た
ら
す
急
所
だ
。 

 

直
人
は
茂
み
か
ら
立
ち
上
が
り
、
ザ
ッ
ク
と
バ
レ
ッ
ト
を
背
負
う
。
代
わ
り
に
、
地
面
へ
寝
か
せ
て
い
た

Ｍ
４
自
動
小
銃
を
掴
み
、
ス
ポ
ー
ツ
サ
ン
グ
ラ
ス
の
よ
う
な
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
を
掛
け
た
。 

 

サ
イ
バ
ー
ゴ
ー
グ
ル
と
い
う
軍
用
機
器
で
、
弦
に
あ
る
電
源
を
入
れ
る
と
、
レ
ン
ズ
へ
距
離
計
や
照
準
点
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が
映
る
。
サ
ン
グ
ラ
ス
型
の
ヘ
ッ
ド
ア
ッ
プ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
言
え
ば
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。 

「
合
流
ポ
イ
ン
ト
に
変
更
は
？
」 

『
…
…
特
に
な
し
。
デ
ー
タ
ー
送
っ
た
か
ら
そ
れ
見
て
ね
…
…
』 

 

や
け
に
浮
か
な
い
声
で
返
さ
れ
、
直
人
が
思
わ
ず
首
を
傾
げ
た
。 

「
な
ん
だ
。
何
か
あ
っ
た
の
か
？
」 

『
休
暇
申
請
の
件
…
…
』 

 

…
…
却
下
さ
れ
た
か
。
ま
、
予
想
通
り
だ
な
。 

 

現
在
の
情
勢
を
踏
ま
え
れ
ば
仕
方
が
な
い
と
思
う
半
面
、
彼
女
の
落
胆
す
る
気
持
ち
も
理
解
で
き
る
。 

 

ナ
ビ
デ
ー
タ
ー
を
表
示
さ
せ
、
苦
笑
し
な
が
ら
宥
め
た
。 

「
そ
う
落
ち
込
む
な
よ
。
ま
た
申
請
す
り
ゃ
い
い
だ
ろ
」 

『
う
う
ん
。
申
請
は
通
っ
た
ん
だ
け
ど
…
…
』 

「
え
ッ
。
許
可
さ
れ
た
の
か
ッ
!?

」 

『
次
の
任
務
が
終
わ
る
ま
で
ダ
メ
だ
っ
て
。
は
ぁ
～
、
つ
ら
い
…
…
』 

「
そ
う
い
う
こ
と
か
。
で
、
次
は
？ 

ど
こ
に
行
け
ば
い
い
ん
だ
？
」 

   

本
編
へ
と
続
く 
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